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西村証券 企業調査情報                2026/06/29

［金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第26号：加入協会…日本証券業協会］ 

宝ホールディングス（コード 2531） 
◆通期業績推移(連結)（27.3 予は会社側発表値） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

24.3 339,372 22,242 82.1 29.0 29,178 ▲19,993 ▲13,448 90,184 

25.3 362,693 20,597 83.0 31.0 16,155 ▲41,562 6,548 75,280 

26.3 394,316 17,076 60.5 31.0 17,318 ▲15,341 ▲9,307 69,125 

27.3予 420,000 18,800 61.7 31.0 － － － － 

◆各決算期の中間期業績推移(連結)（27.3 予は会社側発表値） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

24.3 163,172  12,464  40.7 － 14,922 ▲15,796 ▲9,711 84,446 

25.3 176,539  10,532  46.6 － 6,207 ▲2,313 ▲9,136 89,929 

26.3 186,556  7,786  29.4 － 5,968 ▲18,352 ▲6,794 54,039 

27.3予 205,000  8,800  30.6 － － － － － 

（CF＝ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ。現金及び現金同等物は各期末値。▲はマイナス。単位は百万円、円） 

海外日本食材卸の回復などにより 27/3 期は増収増益見込む 
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主なｸﾞﾙｰﾌﾟ別売上高推移（22.3より会計基準変更）

宝酒造
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26 年 3 月期は、前年比で売上高が 8.7％増、

営業利益は 17.1％減となった。売上高について

は、宝酒造、タカラバイオが減少したものの、

海外での酒類事業及び日本食材卸事業の好調

な宝酒造インターナショナルがけん引。営業利

益では、宝酒造と宝酒造インターナショナルが

増益となった一方、タカラバイオが赤字とな

り、全体では減益となった。 

この 10 年間について、グループ別に業績を

みると、これまで中核会社として“主役”を担っ

てきた宝酒造は、国内での酒類消費の伸び悩み

などを背景にほぼ横ばいで推移してきた。これ

に対し、海外での日本食需要の拡大などを背景

に、海外酒類事業及び海外日本食材卸事業を手

がける宝酒造インターナショナルが新たな収

益柱として台頭。22 年 3 月期には営業利益で、

23 年 3 月期に売上高で宝酒造を上回り、連結業

績全体をけん引する主力事業として成長を続

けている。 

一方、タカラバイオは、コロナ禍での PCR 検

査関連製品の需要急拡大を映し、22 年 3 月期に

かけて急激に業績を伸ばしたものの、世界的な

ライフサイエンス研究市場の低迷などを背景

に、営業利益は当期に赤字へと転落した。 

26/3 期は増収もタカラバイオの赤字で減益に 

 

近年は宝酒造インターナショナルが収益柱に 
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主なｸﾞﾙｰﾌﾟ別営業利益推移（22.3より会計基準変更）

宝酒造
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西村証券 企業調査速報 

本レポートは、会社側が発表した決算短信や決算説明資料などに基づき作成しており、証券投資の

参考となる情報の提供を目的としたもので、証券の売買を勧誘する目的で作成したものではありま

せん。株式の売買取引には、約定代金に対して手数料が必要となります。また、株式は、株価の変

動により損失が生じる恐れがあります。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断でなさいま

すようお願い致します。本レポートは各種データに基づいて作成していますが、その正確性・完全

性を全面的に保証するものではありませんので、予めご了承下さい。なお、本レポートの著作権は

西村証券に帰属しており、電子的・機械的などの方法を問わず、無断で本レポートを引用または複

製、転送することを禁じます。 

 

26 年 3 月期において、前年比で売上高全体の

増加幅 316 億 2,200 万円のうち、宝酒造 5 億

4,100 万円減、タカラバイオ 47 億 2,000 万円減

に対し、宝酒造インターナショナルは 360 億

8,500 万円増。営業利益の減少幅 35 億 2,000 万

円のうち、宝酒造 6 億 9,100 万円増、タカラバ

イオ 69 億 5,100 万円減に対し、宝酒造インター

ナショナルは 25 億 4,600 万円増となった。 

宝酒造インターナショナルの売上高増加幅の

うち、海外酒類 49 億 6,900 万円に対し、M＆A

効果などで海外日本食材卸は 311 億 7,600 万円

に。営業利益では、拠点拡大に伴う費用増から海

外日本食材卸は 26 億 8,600 万円減となった一

方、海外酒類は 54 億 9,800 万円増と好調に推

移。中でも、プレミアムバーボン「ブラントン」

を擁する米国エイジ・インターナショナル社が、

高単価製品「ブラントン・ゴールド」の販売強化

などで増収、営業増益に大きく貢献している。 

27 年 3 月期は、宝酒造インターナショナルの

増収増益見通しや、タカラバイオの赤字縮小な

どにより、6.5％増収、10.1％営業増益の見込み。 

主な事業別予想では、宝酒造インターナショ

ナルが売上高 2,426 億円（前年比 9.3％増）、営

業利益 150 億円（5.6％増）、宝酒造が売上高

1,200 億 7,700 万円（0.8％増）、営業利益 58 億

2,900万円（1.7％増）、タカラバイオが売上高440

億円（9.1％増）、営業損失 27 億円（前年は 46

億 8,800 万円の損失）に。宝酒造インターナシ

ョナルでは、海外酒類が売上高 301 億円（5.6％

増）、営業利益 122 億 4,000 万円（2.0％減）の

減益予想に対し、海外日本食材卸が売上高 2,153

億円（9.9％増）、営業利益 45 億 6,000 万円

（33.8％増）と、増益に貢献してきそうだ。 

宝酒造インターナショナルの海外酒類が好調 

27/3期は海外日本食材卸の回復などで増収増益へ 
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宝酒造インターナショナルの事業別売上高推移
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宝酒造インターナショナルの事業別営業利益推移

海外酒類

海外日本食材卸

0

20

40

60

80

100

120

140

160

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000
％百万円

エイジ・インターナショナル社の業績推移（円建て）

売上高（左軸）

営業利益（左軸）

売上高営業利益率（右軸）


